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端
艇
部
長 

夏
目
教
授

　

夏
目
金
之
助
（
漱
石
）
は
明
治
二
十
九
年

（
一
八
九
六
）
か
ら
四
年
間
、（
旧
制
）
第
五
高
等
学

校
の
教
授
と
し
て
熊
本
に
赴
任
し
た
。
初
年
度
に
端

艇
（
ボ
ー
ト
）
部
長
を
引
き
受
け
て
い
る
。

　

漱
石
は
東
京
で
の
学
生
時
代
に
漕
艇
経
験
が

あ
っ
て
、Black Club

と
い
う
名
の
黒
い
帽
子
を

被
っ
た
ク
ル
ー
の
一
員
だ
っ
た（
大
田
達
人
の
回
想
、

『
漱
石
全
集
』
別
巻
お
よ
び
『
五
高
と
漱
石
』）。
赴

任
し
た
年
の
冬
に
は
五
高
第
一
回
・
競
漕
大
会
が
江

津
湖
で
開
催
さ
れ
、
彼
も
職
員
の
部
に
参
加
、
赤
色

艇
の
二
番
漕
手
と
し
て
力
漕
し
、
三
挺
身
の
大
差
を

つ
け
て
黄
色
艇
に
勝
っ
て
い
る
（
九
州
日
々
新
聞
、

『
五
高
と
漱
石
』）。

　

漱
石
は
二
十
年
後
の
回
想
で
、「
運
動
は
好
き
の

方
で
あ
っ
た
が
、
身
体
が
虚
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
規

則
正
し
い
運
動
を
努
め
て
や
っ
た
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。
唯
遊
ん
だ
と
い
う
方
に
過
ぎ
な
い
が
、
端

艇
競
漕（
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
）な
ど
は
先
ず
好
ん
で
や
っ

た
方
で
あ
ろ
う
」
と
語
っ
て
い
る
（
談
話
『
漱
石
全

集
』
別
冊
上
三
二
三
㌻
、
斉
藤
阿
具
の
回
想
、
同
別

巻
参
照
）。

　

翌
明
治
三
十
年
、
五
高
は
端
艇
部
の
艇
・
施
設

の
充
実
を
計
画
し
、
五
月
二
十
日
付
け
で
、
拡
張

主
意
書
（
募
金
依
頼
書
）
を
作
成
し
て
い
る
。
金

之
助
は
部
長
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
責
任
者
と
な
っ

た
。
長
大
な
主
意
書
お
よ
び
添
状
の
書
翰
の
二
点
か

ら
な
っ
て
い
て
、
全
文
が
「
龍
南
会
雑
誌
」（
注
１
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
Ａ
）。
ま
た
夏
目
金
之
助
よ

り
俣
野
道
介
に
宛
て
ら
れ
た
添
状
が
く
ま
も
と
文

学
・
歴
史
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
（
写
真
Ｂ
）。（
Ａ
）

か
ら
添
状
末
尾
を
引
用
し
よ
う
。

追
白　

学
課
の
都
合
有
之
、
事
務
取
扱
上
困
難
を
感

じ
候
條
、
右
御
含
の
上
に
第
五
高
等
学
校
内
夏
目
金

之
助
迄
何
分
の
御
回
答
賜
り
度
候
也

　
　
　

五
月
廿
日

　
　
　
　
　
　
　
　

石
坂
十
郎
（
＊
彼
の
署
名
は
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
Ｂ
に
は
な
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
久
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　

富
田
定
寿

　
　
　
　
　
　
　
　

岩
佐
正
雄
（
注
２
）

　
　
　
　
　
　
　
　

松
原
常
與

　
　
　
　
　
　
　
　

夏
目
金
之
助

　
　
　
　
　
　
　
　

櫻
井
房
記

　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
元

　

学
校
事
務
部
（
学
課
）
は
こ
の
よ
う
な
正
規
外
の

募
金
雑
務
を
引
き
受
け
な
か
っ
た
ら
し
く
、
夏
目
金

之
助
が
募
金
の
責
任
者
、
い
わ
ば
雑
務
係
に
な
っ
て

い
る
。
着
任
し
て
か
ら
一
年
目
の
新
人
で
も
あ
り
、

学
校
運
営
は
積
極
的
に
引
き
受
け
て
い
た
。
差
出
人

の
う
ち
石
坂
十
郎
以
下
三
名
は
端
艇
部
員
（「
龍
南

会
雑
誌
」
の
別
箇
所
で
は
石
坂
二
郎
）。
富
田
定
寿

と
吉
田
久
太
郎
の
二
名
は
端
艇
部
の
主
将
・
副
将
と

考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
二
名
は
、
本
稿
に
こ
の
あ
と
も

出
て
く
る
の
で
、
し
ば
ら
く
記
憶
し
て
お
い
て
ほ
し

い
。
夏
目
金
之
助
に
続
く
櫻
井
房
記
が
教
頭
で
、
中

川
元
が
校
長
で
あ
る
。
奥
に
名
前
が
あ
る
方
が
高
位

で
あ
っ
た
。

　

募
金
の
目
標
額
は
千
六
百
三
十
円
で
あ
っ
た
。
う

ち
四
艘
の
新
艇
制
作
費
が
七
百
円
と
あ
る
。
主
意
書

の
方
の
末
尾
に
学
校
職
員
賛
成
者
二
十
二
名
の
名

前
が
あ
る
。
上
段
下
段
に
そ
れ
ぞ
れ
二
名
が
書
か
れ

て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
書
翰
（
添
状
）
と
は
順
番
が

逆
に
な
っ
て
い
て
、
一
行
目
が
最
高
位
、
校
長
中
川

元
・
教
頭
櫻
井
房
記
に
始
ま
っ
て
夏
目
金
之
助
は
四

行
目
の
上
段
に
あ
る
。
最
終
行
の
下
段
、
教
員
の
末

尾
、
二
十
二
番
目
に
篠
本
二
郎
が
い
る
。
以
下
本
稿

で
は
篠
本
に
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
。
篠
本
は
教
員

の
中
で
の
序
列
は
、
こ
こ
で
は
最
下
位
で
あ
っ
た
。

　

五
高
生
は
期
待
の
星
で
あ
る
。
主
意
書
に
応
じ
て

各
名
士
が
資
金
を
提
供
、
九
州
大
名
家
に
由
来
す
る

侯
爵
三
家
に
至
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
百
円
を
提
供
し

て
い
る
（「
龍
南
会
雑
誌
」

（81） 

）。

　

そ
の
こ
ろ
、
日
清
戦
争
で
鹵ろ

獲か
く

し
た
小
艇
が
十
隻

余
あ
っ
て
、う
ち
二
隻
が
五
高
端
艇
部
に
「
御
譲
与
」

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
拡
充
運
動
の
効
果
は
絶
大

だ
っ
た
。
帆
な
ど
調
整
を
要
す
る
箇
所
が
あ
り
、
佐

世
保
に
滞
在
中
の
部
員
二
名
（
五
高
生
富
田
・
吉
田
）

に
指
図
を
与
え
る
よ
う
依
頼
状
が
出
さ
れ
て
い
る

（
注
３
）。

　
　

部
員
生
徒
百
円
弱
使
い
込
み
「
事
件
」

　

と
こ
ろ
が
こ
の
と
き
事
件
が
起
き
、
漱
石
＝
夏
目

金
之
助
・
教
授
が
そ
の
解
決
に
一
役
買
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
五
高
七
十
年
史
』『
五
高
人

物
史
』
に
よ
れ
ば
、
か
れ
ら
生
徒
た
ち
二
名
（
あ
る

い
は
廻
漕
に
当
た
っ
た
数
名
）が「
赤
字
を
出
し
」「
大

い
に
飲
食
し
て
」
百
円
弱
を
使
い
込
ん
だ
と
あ
る
。

引
用
し
よ
う
。

『
五
高
七
十
年
史
』（
昭
和
三
十
二
年
）

　

前
年
四
月
十
四
日
付
を
以
て
赴
任
し
た
ば
か
り

の
夏
目
教
授
（
七
月
九
日
ま
で
は
講
師
）
は
間
も
な

く
龍
南
会
の
端
艇
部
長
に
委
嘱
さ
れ
た
。
た
ま
た
ま

龍
南
武
勇
伝
中
の
一
人
吉
田
久
太
郎
氏
（
他
の
一
人

の
相
手
は
日
露
戦
争
当
時
、
北
満
に
於
い
て
勇
名
を

轟
か
し
、
沖
・
横
川
と
並
び
称
せ
ら
れ
た
沖
禎
介
氏

〈
正
し
く
は
富
田
。
沖
は
退
学
し
て
お
り
、
い
な
い
〉）（
注

４
）
が
そ
の
指
揮
者
と
為
り
大
任
は
果
た
し
た
が
、

そ
の
た
め
に
百
円
、少
な
く
見
積
も
っ
て
も
今
の
七
・

八
万
円
近
く
の
赤
字
を
出
し
て
、
さ
し
も
の
勇
士
も

ほ
と
ほ
と
困
っ
て
居
た
と
き
に
、
そ
の
事
を
耳
に
し

た
教
授
は
平
然
と
そ
れ
を
償
っ
て
や
り
、
部
長
を
辞

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
居
る
。
念
の
た
め
に
記
せ
ば
夏

目
教
授
の
初
任
給
俸
給
は
月
額
百
円
で
あ
っ
た
。

『
五
高
人
物
史
』（
昭
和
三
十
四
年
・
一
九
五
九
、五

高
人
物
史
刊
行
会
刊
、
夏
目
漱
石
の
項
）

　

坊
ち
ゃ
ん
で
有
名
な
松
山
中
学
か
ら
五
高
に
就

任
早
々
に
龍
南
会
の
短
艇
（
＊
端
艇
）
部
長
に
選
ば

れ
た
。
そ
の
頃
日
清
戦
争
で
分
捕
っ
た
大
型
の
ボ
ー

ト
二
艘
を
海
軍
省
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
、
こ
の
舟
を
ひ
き
と
る
た
め
、
龍
南
会
よ
り
短

艇
部
員
数
名
を
佐
世
保
に
派
遣
し
て
廻
航
し
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
の
帰
路
、
龍
南
会
の
三
四
郎
た
ち
は

大
い
に
飲
食
し
て
百
円
足
ら
ず
を
使
い
込
み
、
そ
の

弁
償
の
方
法
が
立
た
ず
に
各
先
生
を
歴
訪
し
て
懇

願
し
た
が
、
平
素
信
用
が
な
い
た
め
全
部
断
ら
れ

た
。
ほ
ど
な
く
夏
目
先
生
が
こ
れ
を
聞
い
て
、
た
だ

ち
に
全
額
を
償
い
、
同
時
に
部
長
を
辞
め
て
し
ま
っ

た
。
赴
任
早
々
で
あ
る
う
え
に
薄
給
で
あ
り
な
が
ら

一
言
の
愚
痴
も
い
わ
ず
綺
麗
に
さ
ば
い
た
。
責
任
を

49 48
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重
ん
ず
る
点
と
思
い
切
り
の
良
い
点
と
は
常
人
の

真
似
の
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

漱
石
が
生
徒
の
借
金
を
穴
埋
め
し
、
同
時
に
部
長

を
辞
め
た
と
、
書
か
れ
て
い
る
。
金
之
助
の
当
時
の

月
給
が
百
円
で
、
熊
本
県
の
長
者
番
付
に
そ
の
名

前
が
載
っ
て
い
る
（「
熊
本
県
一
円
富
豪
家
一
覧
表
」

熊
本
県
立
図
書
館
蔵
、
た
だ
し
製
艦
費
で
一
割
が
控

除
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
実
際
は
九
十
円
。「
年
譜
」）。

仮
に
今
の
百
万
円
相
当
だ
と
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
金

を
使
い
込
ん
だ
う
え
、
教
師
に
泣
き
つ
く
生
徒
も
大

物
で
あ
る
。
漱
石
は
旧
大
名
家
が
献
金
し
た
の
と
ほ

ぼ
同
額
の
月
給
を
素
行
不
良
の
生
徒
に
ポ
ン
と
さ

し
出
し
た
。

　

な
ん
だ
か
、坊
ち
ゃ
ん
の
主
人
公
を
見
る
よ
う
で
、

江
戸
っ
子
の
気
っ
風
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
る
思
い
だ
。

し
か
し
教
育
者
と
し
て
見
れ
ば
、
い
か
に
も
お
か
し

い
。
飲
食
し
て
大
金
百
円
弱
も
使
い
込
ん
だ
生
徒
、

い
わ
ば
問
題
児
に
、
自
腹
を
切
っ
て
救
済
す
る
教
育

者
な
ど
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
明
る
み
に
出
た
ら
問
題

視
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
百
円
弱
と
い
う
私
的
な
数
字

が
ど
う
し
て
公
に
な
っ
た
の
か
も
腑
に
落
ち
な
い
。

漱
石
は
前
年
の
夏
に
結
婚
し
た
ば
か
り
。
新
妻
の
鏡

子
は
一
ヵ
月
分
の
給
料
が
な
く
な
っ
て
、
何
も
い
わ

な
か
っ
た
の
か
。

　

そ
こ
で
話
の
出
ど
こ
ろ
を
探
っ
て
み
る
と
、
そ
も

そ
も
は
篠
本
二
郎
「
五
高
時
代
の
夏
目
君
」（
昭
和

十
一
年
『
漱
石
全
集
』
月
報
）
に
あ
る
と
わ
か
っ
た
。

篠
本
は
、
先
の
主
意
書
に
登
場
す
る
教
員
で
、
漱
石

の
二
代
後
の
端
艇
部
長
で
あ
っ
た
。
実
は
篠
本
は
漱

石
と
小
学
校
が
同
じ
だ
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。
の
ち

に
五
高
教
員
と
し
て
同
僚
に
な
る
と
は
、
ま
こ
と
に

奇
遇
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　
　

篠
本
二
郎
元
教
授
の
虚
言
癖

　

篠
本
の
原
稿
は
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
書
か

れ
た
。
漱
石
が
死
ん
だ
翌
年
だ
か
ら
、
追
悼
文
集
が

企
画
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
端
艇
部
「
事
件
」
が
あ
っ

た
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
か
ら
は
二
十
年
が
経

過
し
て
い
た
。
篠
本
の
原
稿
は
寺
田
寅
彦
の
も
と
に

送
ら
れ
て
き
た
が
、
な
ぜ
か
日
の
目
を
見
る
こ
と

な
く
お
蔵
入
り
、
か
れ
の
死
後
、
二
十
年
後
に
な
っ

て
、
そ
れ
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
小
宮
豊
隆
に
よ
っ

て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
寺
田
寅
彦
が
篠
本
寄

稿
を
採
用
し
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。

　

再
発
見
し
た
小
宮
の
文
を
引
用
し
た
い
（『
漱
石

全
集
』
別
巻
「
後
記
」）。

　
「
失
礼
な
所
を
省
ず
、
正
直
な
と
こ
ろ
を
白
状
す

る
と
、
篠
本
さ
ん
の
話
の
或
物
は
、
私
に
は
少
し
面

白
く
出
来
す
ぎ
て
ゐ
る
感
が
あ
る
。
盲
人
に
悪
戯
を

す
る
所
だ
の
、
鍛
冶
屋
の
息
子
と
喧
嘩
を
す
る
所
だ

の
、
特
に
こ
の
感
が
深
い
。
し
か
し
篠
本
さ
ん
は
も

う
亡
く
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
質た
だ

す
訳
に

も
行
か
な
い
。
ま
た
仮た
と
え令

質
し
た
と
し
た
所
で
、
既

に
篠
本
さ
ん
の
頭
の
中
で
は
か
う
し
た
形
で
記
録

さ
れ
て
い
る
以
上
、
別
に
ど
う
仕
様
も
な
か
っ
た
に

違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
私
達
は
篠
本
さ
ん
と
い
ふ

人
の
人
と
な
り
を
想
像
し
つ
つ
、
こ
の
思
ひ
出
を
こ

の
ま
ま
、
受
け
取
っ
て
置
く
よ
り
外
、
致
方
は
な
い

や
う
で
あ
る
。」

　

小
宮
は
篠
本
の
原
稿
を
二
つ
に
分
け
て
「
腕
白
時

代
の
夏
目
君
」
と
「
五
高
時
代
の
夏
目
君
」
と
し
て

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）『
漱
石
全
集
』
の
月
報

に
掲
載
し
た
（『
漱
石
全
集
』
月
報
２
、３　

昭
和
十

年
版
、
昭
和
五
十
・
一
九
七
五
年
冊
子
体
刊
）。
小
宮

本
人
は
そ
れ
な
り
の
留
保
を
つ
け
て
、
注
意
を
喚
起

し
た
つ
も
り
で
い
た
が
、内
容
が
お
も
し
ろ
す
ぎ
た
。

や
が
て
『
五
高
七
十
年
史
』
も
『
人
物
史
』
も
記
事

に
飛
び
つ
く
。
す
で
に
無
批
判
、
無
警
戒
だ
っ
た
。

　

活
字
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
「
腕
白
時
代
の
夏
目

君
」
は
ど
ん
ど
ん
拡
散
さ
れ
る
。『
漱
石
全
集
』
別

巻
一
九
九
六
年
版
）
に
も
、
さ
ら
に
は
最
近
刊
の
十

川
信
介
編
『
漱
石
追
想
』（
岩
波
文
庫
・
二
〇
一
六
）

に
も
収
録
さ
れ
た
。
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
子

図
書
で
巷
間
に
流
布
す
る
。

　

漱
石
と
学
窓
を
同
じ
く
し
た
幼
な
じ
み
で
あ
る
、

と
い
う
下
り
を
引
用
す
る
。

　
　

余
と
夏
目
君
と
相
識し

り
し
は
、
明
治
六
年
頃
と

　

記
憶
す
る
。
牛
込
薬
王
寺
前
町
に
一
の
小
学
校
が

　

設
立
さ
れ
た
（
中
略
）。
年
齢
に
よ
り
て
上
は
一

　

級
よ
り
下
は
六
級
ま
で
分
か
た
れ
て
（
中
略
）、

　

余
と
夏
目
君
は
三
級
に
て
、
而
も
同
じ
腰
掛
に
座

　

を
占
め
て
居
た
。

　

以
下
は
篠
本
と
鈴
木
の
お
松
さ
ん
と
い
う
聡
明

な
美
少
女
と
漱
石
の
三
人
が
同
じ
机
に
そ
の
順
で

並
ん
で
い
た
、
二
人
で
両
側
か
ら
彼
女
を
い
じ
め
て

泣
か
せ
た
と
い
う
話
に
な
る
。
こ
の
文
を
読
め
ば
、

ふ
つ
う
な
ら
篠
本
と
夏
目
は
同
学
年
だ
っ
た
と
思

い
込
む
。

　

篠
本
の
経
歴
は
、
木
下
亀
城
「
篠
本
二
郎
先
生

を
悼
む
」（『
我
等
の
礦
物
』
２
（
７
）
一
九
三
三
）

に
あ
る
。
実
際
に
は
篠
本
は
文
久
三
年
（
十
一
月

二
十
八
日
、
一
八
六
三
）
生
ま
れ
、
漱
石
は
慶
応
三

年
（
一
八
六
七
）
生
ま
れ
で
、四
歳
も
違
っ
て
い
た
。

　

漱
石
の
年
譜
を
見
る
と
、
篠
本
が
漱
石
と
机
を
同

じ
く
し
た
と
い
っ
て
い
る
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）、

彼
は
塩
原
金
之
助
と
し
て
父
親
（
養
父
）
と
浅
草
諏

訪
町
に
住
ん
で
い
た
。
満
六
歳
で
ま
だ
学
校
に
は

入
学
し
て
い
な
い
。
苗
字
は
塩
原
だ
か
ら
、「
夏
目

君
」
で
も
な
い
。
翌
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
に
浅

草
寿
町
に
あ
っ
た
第
八
番
公
立
小
学
校
戸
田
学
校

下
等
小
学
校
第
八
級
に
入
学
し
た
（
等
級
制
は
半
年

で
進
級
す
る
。
上
等
小
学
校
・
下
等
小
学
校
、
各
四

級
、
計
八
級
、
篠
本
の
い
う
六
級
制
の
記
録
は
見
な

い
）。
明
治
九
年
五
月
に
戸
田
小
学
校
四
級
を
終
え

て
、
実
父
の
元
に
戻
っ
て
市
谷
柳
町
の
第
一
大
学
区

第
三
中
学
区
第
四
番
小
学
校
、
下
等
小
学
校
三
級
に

転
校
し
た
。
牛
込
薬
王
寺
前
町
（
市
谷
薬
王
寺
前
町

か
、
の
ち
に
牛
込
区
）
と
市
谷
柳
町
は
隣
接
し
て
い

る
。
篠
本
が
記
し
た
学
校
と
第
四
番
小
学
校
は
同
じ

で
、
二
人
は
同
じ
（
の
ち
の
）
市
谷
小
学
校
の
同
窓

生
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
年
齢
差
が
あ
っ
た
。
明
治
六

年
に
三
級
で
あ
っ
た
篠
本
は
三
年
後
の
明
治
九
年

に
は
と
う
に
卒
業
し
て
い
て
、
三
級
で
転
校
し
て
き

た
夏
目
（
塩
原
金
之
助
）
と
同
席
に
な
る
は
ず
は
な

か
っ
た
。（
注
５
）

　

お
そ
ら
く
熊
本
で
何
か
の
機
会
に
て
、
互
い
に
同

郷
で
小
学
校
も
同
窓
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
相
互

に
親
近
感
を
覚
え
た
。
た
だ
漱
石
没
後
、
篠
本
の
側

で
、
記
憶
に
あ
っ
た
幼
時
の
友
人
悪
太
郎
を
、
勝
手

に
「
夏
目
君
」
に
置
き
換
え
た
。
篠
本
は
夏
目
金
之

助
が
士
族
で
あ
る
と
し
て
武
勇
伝
を
繰
り
返
し
述

べ
る
。
モ
デ
ル
は
士
族
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し

夏
目
は
町
方
名
主
の
子
と
い
う
か
ら
、
士
族
（
侍
身

分
）
で
は
な
く
平
民
（
百
姓
身
分
）
で
あ
る
。
同
じ

小
学
校
の
出
身
と
い
う
と
こ
ろ
だ
け
が
本
当
で
、
あ

と
は
虚
偽
で
あ
る
。
篠
本
に
は
い
く
ぶ
ん
、
い
た
ず

ら
心
、
愉
快
犯
的
資
質
が
あ
っ
た
。

　

漱
石
の
側
が
小
学
校
時
代
の
友
人
を
回
顧
し
た

文
章
「
僕
の
昔
」（『
全
集
』
別
冊
上
）
で
は
、

　
「
僕
の
幼
友
達
で
今
、
名
を
知
ら
れ
て
い
る
人
は
、

山
口
弘
一
と
い
う
人
だ
け
だ
。
こ
の
人
は
確
か
学
習

院
の
先
生
か
な
ん
か
し
て
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と

だ
。
詳
し
く
は
知
ら
ぬ
。」

と
し
か
書
い
て
い
な
い
。
接
点
が
な
か
っ
た
の
だ
か

ら
、
小
学
校
時
代
の
記
憶
に
同
僚
篠
本
が
登
場
し
な

い
の
は
当
た
り
前
だ
っ
た
。（
注
６
）

　

篠
本
二
郎
に
つ
い
て
は
「
初
め
東
京
帝
大
化
学
科

に
入
り
、
化
学
を
修
業
し
た
が
、
実
験
中
の
負
傷
で

退
学
、
明
治
十
七
［
一
八
八
四
］
年
地
質
学
お
よ
び

鉱
物
学
を
自
修
し
傍
ら
理
科
大
学
教
授
菊
池
安
に

就
き
同
学
科
を
修
む
」
と
あ
る
。
き
わ
め
て
優
秀
な

人
だ
っ
た
が
、
実
験
中
の
事
故
の
た
め
理
学
士
に
な

れ
な
か
っ
た
。
漱
石
よ
り
も
一
年
早
く
五
高
の
講

師
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
（
明
治
二
十
七
年
四
月
）、

教
授
に
な
っ
た
の
は
一
年
遅
く
、
明
治
三
十
年
六
月

で
高
等
官
七
等
、
三
十
二
年
に
六
等
に
な
る
（
四
歳

下
の
漱
石
は
三
年
前
の
明
治
二
十
九
年
に
高
等
官

六
等
だ
っ
た
）。
の
ち
三
十
八
年
に
鹿
児
島
県
に
異

動
す
る
が
、
教
授
で
あ
っ
た
の
は
鹿
児
島
中
学
の
方

で
、
七
高
は
講
師
だ
っ
た
。
五
高
で
の
居
心
地
が
良

く
な
か
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
来
熊
早
々
に
職
員
代

表
に
も
な
っ
て
華
や
か
だ
っ
た
漱
石
と
比
べ
、
不
遇

を
意
識
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
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夏
目
教
授
の
ア
リ
バ
イ

　

篠
本
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
吉
田
久
太
郎
が
篠
本
の

も
と
を
訪
ね
て
救
済
を
求
め
た
の
は
、
廻
航
艇
二
隻

が
無
事
に
着
い
た
数
日
の
後
と
あ
る
。
八
月
四
日
、

江
津
湖
の
神
水
艇
庫
に
艇
は
到
着
し
て
い
る
。
篠
本

は
「
夏
目
君
は
咋
今
赴
任
し
た
人
で
、
累る
い

を
同
君
に

及
ば
す
に
は
忍
び
な
い
か
ら
」
と
い
っ
て
自
分
は
三

円
を
渡
し
、他
の
職
員
を
訪
ね
て
哀
願
せ
よ
、と
い
っ

て
い
る
。

　

事
実
は
ど
う
か
。
一
連
の
端
艇
（
ボ
ー
ト
）
部
の

事
件
が
あ
っ
た
と
き
、
漱
石
は
熊
本
に
は
い
な
か
っ

た
。
明
治
三
十
年
六
月
二
十
九
日
、
実
父
の
夏
目
直

克
が
死
去
、
そ
れ
ま
で
の
合
羽
町
の
家
を
一
旦
引
き

払
っ
て
、
夏
休
み
中
は
東
京
で
生
活
、
熊
本
に
戻
っ

て
き
た
の
は
九
月
十
日
で
、
大
江
の
知
人
の
家
に

入
っ
て
い
る
。
東
京
へ
の
長
旅
で
流
産
さ
せ
て
し

ま
っ
た
妻
鏡
子
を
東
京
に
残
し
て
の
帰
熊
で
、
心
は

重
か
っ
た
。

　

飲
食
に
関
わ
る
借
金
の
支
払
い
と
い
う
も
の
は
、

一
ヵ
月
以
上
も
延
滞
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
筆
者

は
漱
石
が
こ
の
「
事
件
」
に
は
無
関
係
で
あ
っ
た
と

確
信
す
る
。
つ
ま
り
漱
石
に
は
学
生
と
の
接
点
が
、

全
く
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。
夏
中
の
東
京
滞
在
＝
熊

本
不
在
は
、
漱
石
が
無
関
係
で
あ
る
こ
と
を
示
す
立

派
な
ア
リ
バ
イ
で
あ
る
。「
事
件
」
の
存
在
そ
の
も

の
も
疑
わ
し
い
が
、
た
だ
し
完
全
に
な
か
っ
た
と
証

明
で
き
る
素
材
が
な
い
。

　

一
方
の
端
艇
部
長
の
辞
任
に
つ
い
て
み
る
。
夏
目

金
之
助
が
初
代
部
長
・
大お
お

幸さ
か

勇
吉
の
転
任
を
受
け

て
部
長
を
引
き
受
け
た
の
は
、
彼
が
転
出
し
た
明
治

二
十
九
年
八
月
と
な
る
（『
五
高
と
漱
石
』）。
当
時

新
学
期
の
開
始
は
第
一
学
期
が
九
月
中
旬
だ
っ
た

か
ら
、
部
長
の
任
期
も
二
十
九
年
九
月
か
ら
だ
と
考

え
る
。
三
十
年
五
月
に
も
部
長
と
し
て
活
躍
中
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
先
に
確
認
し
て
い
る
。

　

第
二
学
期
は
一
月
か
ら
三
月
、
第
三
学
期
は
四
月

か
ら
七
月
だ
っ
た
。
漱
石
後
任
の
岩
田
静
夫
講
師
は

明
治
三
十
一
年
五
月
二
十
日
の
「
龍
南
会
雑
誌
」
に

「
再
任
」
と
あ
る
か
ら
前
年
の
三
十
年
度
も
部
長
で

あ
っ
た
（「
龍
南
会
雑
誌
」

（65）
、『
五
高
と
漱
石
』）。

翌
明
治
三
十
二
年
五
月
三
十
一
日
の
同
誌

（72）
に
、
篠

本
教
授
が
端
艇
部
長
に
推
薦
さ
れ
、
承
認
を
得
た
と

あ
る
。
こ
れ
ら
は
九
月
交
替
を
示
し
て
は
お
ら
ず
、

む
し
ろ
四
月
か
五
月
の
交
替
の
よ
う
で
あ
る
。
第
三

学
期
の
始
め
に
承
認
さ
れ
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
教
員
の

負
担
が
あ
る
か
ら
、
通
常
は
一
年
任
期
の
交
替
で
、

事
情
が
あ
れ
ば
再
任
さ
れ
た
。
漱
石
が
募
金
集
め
を

楽
し
い
と
思
う
は
ず
は
な
い
。
任
期
一
年
と
な
る

九
月
で
交
替
し
た
だ
ろ
う
。
東
京
か
ら
熊
本
に
戻
っ

た
漱
石
は
、
任
期
を
つ
と
め
終
え
て
辞
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
至
極
当
た
り
前
で
、
な
ら
ば
生
徒
の

借
金
と
は
無
関
係
で
あ
る
。

　

吉
田
久
太
郎
は
こ
の
の
ち
も
端
艇
部
に
関
わ
る

人
物
で
、
明
治
三
十
三
年
に
も
新
艇
発
注
で
部
長
篠

本
二
郎
教
授
と
と
も
に
長
崎
造
船
所
に
行
っ
て
お

り
、
二
度
目
も
責
任
者
に
な
っ
て
い
る
。
信
頼
で
き

る
人
物
だ
っ
た
が
、
濡
れ
衣
を
被
せ
ら
れ
た
。

　
　

篠
本
二
郎
記
述
の
矛
盾

　

吉
田
は
豪
快
な
人
物
で
、
部
員
か
ら
の
信
頼
も

あ
っ
た
け
れ
ど
、
篠
本
と
の
相
性
は
今
ひ
と
つ
で

あ
っ
た
。
篠
本
の
記
述
の
よ
う
な
事
件
が
あ
っ
た
の

か
、
な
か
っ
た
の
か
、
は
不
明
だ
。
二
十
年
後
で
記

憶
が
曖
昧
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ

確
信
犯
で
あ
っ
た
。
漱
石
と
の
思
い
出
を
書
く
よ
う

に
要
請
さ
れ
た
際
に
、
時
間
も
異
な
る
い
く
つ
か
の

散
発
的
な
事
件
が
統
合
さ
れ
、
膨
ら
み
、
人
物
が
夏

目
君
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

　

篠
本
の
回
想
の
中
に
は
簡
単
に
わ
か
る
誤
り
も

あ
る
し
、
考
え
れ
ば
気
づ
く
不
自
然
さ
も
あ
る
。
ま

ず
「
当
時
薄
給
に
衣
食
し
な
が
ら
」
と
漱
石
が
薄
給

だ
っ
た
か
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。
す
で
に
述
べ

た
よ
う
に
漱
石
は
長
者
番
付
に
も
載
る
高
給
取
り

で
あ
っ
た
。
篠
本
は
そ
の
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
引
用
し
た
『
五
高
人
物
史
』
も

ま
た
「
薄
給
」
と
記
述
し
、
誤
り
を
拡
散
し
た
。

　

北
千
畑
町
で
わ
ず
か
二
、三
軒
を
隔
て
た
家
に
い

て
し
ば
し
ば
交
流
が
あ
り
、「
或
日
の
夕
、君
（
漱
石
）

が
来
た
か
ら
麦
酒
な
ど
出
し
て
も
て
な
し
」、「
余
は

ビ
ー
ル
の
酔
い
に
乗
じ
て
」
と
書
い
て
い
て
、
あ
た

か
も
二
人
で
痛
飲
し
て
い
た
か
の
よ
う
な
文
が
あ

る
。
だ
が
濱
崎
曲
汀
「
熊
本
時
代
の
漱
石
」（『
夏
目

漱
石
研
究
資
料
集
成
』
６
）
に
よ
れ
ば
、
漱
石
は
ほ

ん
の
ひ
と
盃
だ
け
で
真
紅
に
な
っ
た
と
い
い
、

　
　

酒
苦
く　

蒲
団
薄
く
て　

眠
れ
ぬ
夜

の
句
を
引
き
つ
つ
、
漱
石
は
全
く
酒
は
飲
め
な
か
っ

た
、
と
す
る
。
北
千
畑
町
の
情
景
は
別
人
と
の
酒
宴

で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
英
国
留
学
後
に
そ
の
体
験
を
多
く
語
っ
た

と
あ
っ
て
、
漱
石
の
感
想
な
る
も
の
（
小
便
を
し
に

行
っ
た
よ
う
な
も
の
だ
、
ほ
か
）
が
記
述
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
留
学
を
終
え
た
漱
石
が
熊
本
に
行
く
こ

と
は
な
か
っ
た
。
帰
国
時
は
長
崎
・
神
戸
に
停
泊
す

る
博
多
丸
と
い
う
船
を
利
用
し
て
お
り
、体
調
悪
く
、

熊
本
に
立
ち
寄
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
以
後
、
熊

本
、
鹿
児
島
に
い
た
篠
本
と
歓
談
す
る
機
会
は
物
理

的
に
な
か
っ
た
。
篠
本
に
留
学
体
験
を
ハ
イ
カ
ラ
に

喋
っ
た
人
物「
夏
目
君
」は
、漱
石
と
は
別
人
で
あ
る
。

　

五
高
で
の
再
会
時
、「
余
は
久
し
く
君
（
金
之
助
）

の
名
も
忘
れ
て
い
た
」。「
夏
目
君
は
屡し
ば
し
ば々

友
人
の
会

合
す
る
場
合
に
、
余
を
招
い
て
呉く
れ

た
が
、
余
は
概
ね

断
り
て
行
か
な
か
っ
た
。
別
に
同
君
を
嫌
っ
た
と
云

ふ
訳
で
は
な
い
。
嗜
好
が
全
然
相
反
し
て
居
っ
た
か

ら
で
あ
る
」。

　

こ
う
し
た
記
述
は
、
本
当
は
親
し
い
交
流
が
な

か
っ
た
こ
と
を
裏
返
し
に
語
っ
て
い
る
。

　

篠
本
は
「
責
任
を
重
ん
ず
る
点
と
思
い
切
り
の
よ

い
例
は
、
同
君
（
漱
石
）
と
し
て
此
の
外
に
も
多
々

あ
っ
た
が
、
一
寸
常
人
と
異
な
っ
て
居
た
。」
と
も

書
い
て
お
り
、
こ
の
記
述
に
漱
石
へ
の
目
線
を
読
む

こ
と
が
で
き
る
。
同
郷
の
後
輩
な
が
ら
格
上
と
な
っ

た
元
同
僚
・
漱
石
。
留
学
前
に
は
教
頭
心
得
に
も
な

り
、
以
後
の
人
生
に
て
も
脚
光
を
浴
び
つ
づ
け
た
。

篠
本
は
漱
石
本
人
お
よ
び
多
く
の
礼
賛
者
た
ち
に

は
屈
折
し
た
思
い
を
抱
い
て
い
た
。

　

篠
本
が
個
人
の
伝
記
、
回
顧
録
を
書
い
た
と
し
て

も
関
心
を
持
つ
も
の
は
さ
し
て
は
い
な
い
。
漱
石
を

交
え
れ
ば
、
人
々
は
俄
然
、
注
目
す
る
。
正
直
に
数

年
ち
が
い
の
同
窓
生
と
書
く
よ
り
も
、
机
を
並
べ
て

と
も
に
学
び
、
い
た
ず
ら
も
し
た
、
と
書
い
た
方
が

読
者
は
喜
ぶ
。
篠
本
は
「
俳
句
歌
留
多
に
趣
味
は
な

い
。
文
学
上
の
話
も
あ
ま
り
聞
き
た
く
な
い
」
と
書

い
て
い
る
。
自
然
科
学
者
だ
っ
た
か
ら
、
ふ
だ
ん
は

虚
構
を
厭
わ
な
い
文
学
の
世
界
に
違
和
感
を
持
っ

て
い
た
け
れ
ど
、
一
度
は
、
お
も
し
ろ
さ
を
至
上
の

価
値
と
す
る
世
界
に
虚
構
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）
で
参

画
を
試
み
て
も
許
さ
れ
る
と
考
え
た
。
篠
本
回
顧
録

を
、我
々
も
は
じ
め
か
ら
文
学
作
品
す
な
わ
ち
虚
構
・

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
前
提
し
て
読
め
ば
よ
か
っ
た
け

れ
ど
、
誰
ひ
と
り
、
疑
う
人
が
い
な
か
っ
た
。

　

以
上
、
五
高
端
艇
部
員
「
事
件
」
の
真
相
を
明
ら

か
に
し
た
。
お
そ
ら
く
事
件
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

む
ろ
ん
夏
目
教
授
＝
漱
石
は
無
関
係
で
あ
る
。

注
１　
「
龍
南
会
雑
誌
」
は
熊
本
大
学
機
関
リ
ポ
ジ

ト
リ
で
電
子
公
開
さ
れ
て
い
る
。http://w

w
w

2.lib.
kum

am
oto-u.ac.jp/ryunan/m

okuji.htm
l

注
２　

岩
佐
正
雄
は
龍
南
会
雑
誌

（49）
に
論
考
が
あ
っ
て
、

幾
何
学
専
門
の
よ
う
だ
。「
龍
南
会
雑
誌
」

（59）
に
端
艇
部

関
係
者
、

（72）
に
は
二
部
三
年
と
し
て
名
が
見
え
る
。

注
３　
『
五
高
五
十
年
史
』、「
龍
南
会
雑
誌
」

（59）
は
二
人

に
交
渉
も
任
さ
れ
て
い
た
と
す
る
が
、
交
渉
主
体
は
学

校
当
局
で
あ
ろ
う
。

注
４　
『
五
高
七
十
年
史
』
は
吉
田
と
沖
が
該
当
者
の
よ

う
に
い
う
が
、
篠
本
は
、
沖
は
早
く
に
退
学
し
た
と
い
っ

て
い
る
。
篠
本
の
記
述
を
『
七
十
年
史
』
が
誤
読
し
た
。

「
龍
南
会
雑
誌
」
に
よ
れ
ば
、
派
遣
さ
れ
た
の
は
富
田
と

吉
田
で
、
と
も
に
主
意
書
に
署
名
す
る
人
物
で
あ
る
。

注
５　

岩
波
文
庫
「
漱
石
追
想
」（
十
川
信
介
編
・

二
〇
一
六
）
補
註
は
、
篠
本
の
生
没
年
を
未
詳
と
し
て

い
る
。
調
査
が
行
き
届
か
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
ま
た
漱

石
入
学
校
や
入
学
年
の
矛
盾
に
気
が
つ
い
て
は
い
る
け

れ
ど
、「
篠
本
の
記
憶
違
い
か
」
で
す
ま
せ
て
い
る
。

注
６　

角
川
書
店
版
全
集
年
譜
は
小
学
校
の
友
人
と
し
て

島
崎
柳
塢
、
桑
原
喜
市
、
そ
し
て
篠
本
を
挙
げ
て
い
る
。

　

は
っ
と
り
　
ひ
で
お
・
く
ま
も
と
文
学
・
歴
史
館

　

館
長

53 52

五
高
端
艇
部
艇
庫
跡
の
石
碑
（
碑
に
漕
艇
部
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
帝

国
大
学
な
い
し
熊
本
大
学
で
の
呼
称
の
は
ず
で
、
五
高
で
は
端
艇
部
）
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